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 授業時数の確保と内容の履修           

 

皆さんご存じのとおり、日本の教育は、どの地域にいても一定水準の教育が受けることができる

ようにするため、学校には教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準が定められています。 

この基準が学習指導要領といわれるもので、各教科等の目標、教育内容、年間の標準授業時数等が

記載されています。 

 新型コロナウイルス感染症により新年度になってから２か月あまり授業ができていません。この

ため、各学校では、どうやって標準授業時数を確保し、児童に基準となる教育内容を身につけさせ

るかを検討しているところです。 

 神崎町及び米沢小学校では、現在のところ、次のような対応をとる予定となっていますのでお知

らせいたします。 

 

〔その１ 夏休みの短縮〕 

 神崎町では、夏休みを８月１日から２４日に短縮します。ですから、１学期の終わりは７月３１

日、２学期の始まりは８月２５日になります。暑い中の学習です。米沢小学校には各教室にクーラ

ーがあって本当によかったです。 

 

〔その２ 日課表の工夫〕 

米沢小学校では、授業時数の確保のために、６月第２週から日課表を変更します。具体的には、

中・高学年は月曜日と金曜日に７時間目を設けます。また、火曜日から木曜日までは、朝読書の  

１５分を教科などの学習の時間に充てます。これにより、週当たり３単位時間増やすことができま

す。『えー！！７時間目、疲れて大変だ』という声が聞こえてきそうです。でも、安心してくださ

い。決して、詰め込みにならないように指導内容を各学年で工夫したり、１単位時間を４０分間に

したりします。また、業間活動を減らし、自由に過ごせる休み時間を多く確保します。詳しくは、

学校再開後に各学年から新しい日課表が配付されますので、そちらをご覧ください。 

 

夏休みや冬休みを大幅に短縮し、土曜日授業を行う市町村もありますが、米沢小学校では今のと

ころ夏休みの短縮と日課表の工夫をして授業時数を確保することとなりました。なお、今後、児童

の負担の状況や文部科学省の方針等から、再度、日課表の見直しや土曜日授業を行うこともありま

すので、その際はどうぞご理解ください。 

大平台 

【６月の主な行事】 

１日 着任式・始業式         １５日 県民の日（午前日課登校日）※ 

２日 避難訓練            １６日 生活科ザリガニつり 

５日 １年生を迎える会        １８日 ５年ネギ苗植え 

８日 集金日              

※県立学校が登校日となったことから、神崎町内の学校も給食なしの午前日課の登校日となりました。 

 


